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幼稚園生活において不適応を示した

四才女児の一事例

一遊戯療法過程と母親のカウンセリング過程を中心に一

研究第6部　権平俊子・伊藤皓子

1　は

　私共は昭和29年より、いろいろ心理的な問題をもっ

幼児に対して、心理治療の一種である遊戯療法を集団、

個人で行い、或はそれと併行して母親にカウソセリソグ

を行うなどして、その問題解決に努力して、 可成りの成

じ　　め　　に

果をあげてきた。幼稚園で不適応を示したM，M．に個人

遊戯療法を、それと併行して母親にカウソセリソグを行

った経過を報告し、考察を加えてみたいと思う。

H　生

｛11本人　M・Mボ 女・

　昭和34年1月30日生・初回来所時年令4才3か月

12）家族
　O実父47才，5人の同胞中第2子，職業占計理」＝，

　　　　　　教育程度一大学卒

　○実母35才，同胞なし，職業なし，教育程度一高女

　　　　　　卒

　○祖母（母方）一62才，病気がち

（3）近隣状態

　住宅地

（4）出生状態

　O予定日より15日早く出生（正常産）

育 史

　○出生時体重一3，1809。健康一異状なし

（51発育状態

　○授乳一人工栄養　O離乳一1才3か月

　O首のすわり一3か月　Oおすわり一7か月

　○ひとり歩き’一10か月　○話し始め一1才6か月

⑥既往症
　O扁杉』腺ヵミ腫オしやすくときどき発熱するO

　O中耳炎をときどきする。

〔7｝幼稚園

　M幼稚園
　　2年保育で昭和38年4月に入園

皿　問

　入園前のテストには兎に角応じたし、幼稚園側でも、

家庭環境など加味し、幼稚園教育の必要な子どもだと考

えられ入園を許可されたが、入園式の当日に、みんなと

同じように椅子にすわつていられないで、すぐに立上っ

て、一人で走りまわつたり、母親のとめるのも聞かず、

先生の弾いていられるピアノの前に出ていつて、メチヤ

クチヤにたたいてみたり、記念撮影のときに、前にとび

出していつて、自分の上靴を脱いで投げあげたりした。

母親ははじめて集団に入れたときの、わが子の姿にびつ

くりして、大へん恥しい思いをし、これから幼稚園生活

を続けていけるかどうかという不安を持ったoその後、

題

幼稚園の保育中の様子は、気が向けば年令並以上の作晶

を作りあげたりできるのに、集団行動が全くとれない

で、みんなが遊戯をしたり、歌をうたつている問に、気

が向かなくなると自分だけぬけ出して、庭にでていつ

て、ブラソコに乗つたり、すべり台をすべったりしてい

るo

　そのうち道路にまでとび出していくので、幼稚園側で

は交通事故などにあうと困ると思うと、放つておくわけ

にはいかないので、ほとほと困つてしまつたoしかし道

路にでることはきびしく注意をしたら、園の囲いの中だ

けにいるようになつた。みんなで集って舐芝居や幻灯な
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，乱ているときには大へん興購示して、じつと椅子に

すわつている。幼稚園側では適当な処置をこうじた方が

よい子どもと判断されて、第者に相談にいくように母親

にすすめ、筆者に対しては幼稚園での本児の様子につき

連絡があった。昭和38年4月26日に母親が本児をと

もなつて相談に来所した。その際、母親が本児の困つて

いる点にっいて、紙に欝いてきて示したことは次の12

点である。　1）偏食がひどい。　2）1人で食事ができ

ない。　（母親か祖母がやしなってやらないと殆んど食べ

第1集

ない）　3）何をしても根気がなくすぐあきる。　4）

幼稚園で集団的行動ができない。　　5）事の良し悪しが

解らない。　　6）動1乍ヵ；乱暴て物をよく投げる0　　7）

知らない人には口をきかない。　8）素直に人の云うこ

とをきかない0　9）落普きがなく、5分とじつとして

いられない。　10）強情でどこまでも自分の意地を通そ

うとする。　11）依頼心が強く自分でできることでもし

ない0　12）甘ったれで、家では始終母のあとを追つて

いる。

理　検　　査　結　果

（1）知能検査の結果

　初回に来所した昭漁38年4月26日に、 ・知能検査を

行つた。はじめ鈴木ビネー法を行ったが勝手な行動を

し・少し動作性の問題に興味を示したので、乳幼児精神

発達検査にきりかえたが、それでも課題意識がなく、検

査室を勝手に歩きまわってみたり、机に腰掛けたり、椅

子にまたがったり、立ち上ったりして、検査に応じにく

く、気に入った聞題だけすると〔・うた状態であった。検

査に応じた問題のみだけで発達指数を算出すると59に

なる。しかし、知能の発達状態はもつとよいと思われ

た。その後、昭和39年1月20日に鈴木ビネー法で検

査を行った結果は知能指数、117であった。

⑧　脳波測定の結果

　非常に落瀞きなし．・ということと、年令の割に自己統制

がとれていない点、知能検査中の態度も自己中心的ぞ、

課題意識がないので、当病院で喀和38年5月1g日に

脳波測定を行つたが、結果は異常を認めなかつた。、

（31聴力検査の結果

　たびたび耳の病気をしているので、母親が本児の耳の

聞えを気にし、聴力検査を希望したので、小児の聴力検

査を専門におこなっていられる1医師に聴力検査を依頼

した。昭和38年8月4日 に検査を・おこなづた結果の報

告を同医師より次のように受けた。「聴力検査では聴力

は大して悪いと思われないが少し低音の聴ガ淋低下して

いるように思う。鼓膜も少 し陥凹 している、耳管炎が時

折、起っていると思うので、アデノイドをとってみたら

と思われる。アデノイドも少し大きい」

V　診断及び処置

　初回来所時に母親≧ゆ・？くり話し合うζとができない

ので、翌日母親だけに来所を求めた。その結果、結婚後

6年目にゃっと恵れた子どもであり、本児出生の前に流

産を1度して、・る。その上、父親の結婚がおそかつたた

め期待して迎いられた子どもである。特に同居中の母方

祖母は、．真人娘のはじめての孫ということで非常に可愛

がり、手をかけて育ててきた、母親の話しによれば、祖

母嫡非常に神経質で、特に本児の育児に対しては口脆し

く、乳児期の頃より、漕潔や授乳時閻についてはきびし

く母親に指示した。本児に対しての育児方針はすべて祖

母によつてたてられた。乳児期に本児はひどく乳をのま

なくなって小児科医に相談した結果、もつとのんびりと

育てるように注意された。その旨祖母に話したが、「病

気になったら、 大へんだから」と自分の考えを押し通そ

うとして「自分のやり方に間違いないJと云って、育児

方法をかえさせようとしなかつた。母親は自分の実の母

親でも強くいうことができず、また云つても聞き入れて

くれないし、却ってきげんが悪くなつて、誰れにでもあ

たるので、父親に気がねして、祖母の気がすむようして

きた。父親は育児に対しては無関心で、母親にまかせき

っているo祖母は本児につききつて食箏のときには、こ

ぼすときたない、手をつかつてはいけないなどとい〉、

本児は食欲のないのも手伝つて、・ちよつと食べて止めて

しま5。しかし・祖母や母親が本児の口に入れてやると

食べるので、食卒をしないと体によくないと思5から、

何時でも口に入れてやつている・祖母は本児の友達に対

しても、あの子はいけない、この子はいけないというよ

うに選ぶので、幼稚園に入るまで友達と遊ぶ機会がなか

ったoそれに祖母は子どもが部屋を散らすのが嫌いで、

本児の跡について片ずけて歩いている。母親から得た以

上の情報を参考にして、本児の間題行動について考えて

みると・可成り現在までの育て方に問題ヵミあったように

一108一



権平・伊藤 幼稚園生活において不適応を示した四才女児の一事例

思われた。

　幼稚園の先生からの連絡では、本児は気が向けば年令

並以上の作品を作ったりするので知能の発達はおくれて

いないよ5に思う。口喧しく津意すると却つて衝動的な

行動をする。放つておくと、余り危い行動はしない。本

児に関心を示しているときは、大体目立った行動をしな

い。母親は本児の行動をとても気にして恥しいといつて

いる。今迄の家庭での扱い方に問題があると思5。母親

は本児の問題解決のためには努力を惜しまないといつて

いるので、そちらでいろいろ指導して欲しいということ

であつた。

　脳波測定の結果は異常が認められない。知能検査には

応じていないが、幼稚園の観察では知能の発育はおくれ

ていないようだということでもあり、また現在までの扱

い方に問題があるようなので、以上の資料から一応心理

療法の効果が期待できる卒例のように思われたo本児の

個入遊戯療法と母競のカウソセリソグを週一回行い、幼

稚園と連絡して、経過を見ることを提案し・母親の強い

希望があつたので、昭和38年♀月2日より実施した。

子どもの治療は俘藤が、母親のカウソセリソグは権平が

週1回行った。一回の治療時間は1時間である。

w　経 過

　口召和38年9月2日より昭和39年5月25日まで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
本児に対しては個人遊戯療法を、それと併行して母親の

カウソセリソグを34回行った。その経過は次の通りで

ある。

　個人遊戯療法の方法はRogers，C・R．の非指示的な遊

戯療法の藍本的な方法に従って行つた。

　カウソセリソグの方法は支持的で、感情の許容に努め

た。母規自身が自分の問題と考えていない点など考慮に

入れて、育児に対する質問や意見を聞かれたときには、

或程度、正しいと思われている点を答えて、母親とその

問題につき共に考えていくように努めた。

1．駈．M．の遊戯療法の経過

　治療経過は大体三つに分けられる。

〔11第1回～第7回
　第1回から母親とすぐ離れ治療者と手をっないで遊戯

窒に入室する。始め、やや固くなつて室内を見回し・銃

を見つけて少し動かして、橋子にすわつて、じつとして

いるので、治療者がおもちや箱からおもちやをとり出す

とすぐ遊び出す。次回からは治療者と手をつないで入室

するがすぐおもちやをとり出し、第2回には殆んど全部

のおもちやをいじつたが、単にいじつてみるだけで、人

形をふとんにねかせただけで茨〉るo

　稜木を並べるなどのようなまとまった遊びは殆んどし

ない。しかし、第7回には描画と汽車だけで遊び、線路

をつなげて汽車を是らせている5ちに何度もはずれても

やめてしまわず、なおして可成り長く一つの遊びを続け

た。話は一言も喋らないときもあり（第1、4、6回）

議してもrこれ何電車？」程度であるoしかし、治療

者に対しては第1回から描いた絵を渡したり、家からし

て来た指輪を見せたり、にこにこ笑いかけたりするoま

た、治療者に銃を向けてうつたり、洩射をしたり（第4回

）、治療者とポールの投げつこをする（第5回）、字に

興味があり、電車にでたらめな字で自分の名前をかいた

り（第5回）、クレヨソの箱の名前をかく欄に平仮名で

自分の名前をかく（第6回）・また走つたり跳んだりす

るのが好きで、大変嬉しそうに、少し離れた所から椅子

にかけ上がったり、部屋を走つて一周し、ドアにぶらさ

カミったりするo　（第6回）、手に糊や絵県力駅ちよつと

でもつくと気にして、いつも丁寧に洗うo

　以上のように探索行動から徐々に活濃に動き出したo

l2）第8回～第18回
　第8回より攻撃的行動が現われ出した、床に水をま

く、おもちやを乱暴に扱つたり、床に投げたりし、又治療

者に対する攻撃も現れて来た。筆に絵具をたつぶりつけ

て描函蜘している瓜凱こにこして画用概を振り、床に

色水を落す。水入れの水を床に捨て・その上を歩く（第8

回）。水入れの色水と水道の水を「まいちやおう」と嬉

しそうにまき、その上に画屠紙を敷いて坐るQ画用紙を

まくり、「わ一、水ぴたしだ」「わ一、大変だ」と嬉し

そう。（第9、10、11回）、水道の水をまく、（第

12、13、15回）、おもちやに対しては、入形の猿

を床に捨て踏みっける。（第9回）、熊を床に捨てる。

（第13回）、猿、家族人形を犬と猫だけ残し、水をま

いた床に捨て踏みつける、　（第14回）、治療者に対し

ては、物を投げつけるo　駆リソトゲームの玉、　（第8

回）、プラスチツクの絵具の容羅、猿（第9回）を投げ

つけ、これまで銃は治療者に向けてうつただけだったが

腕や腹に押しつけてうつ（第8、14、15回）、また

注射も力を入れて押しっける（第15回）、第9回から

治療者に抱きっいたりおんぶをするよ5になつたが、抱

きついて顔を治療者の顔に幾度も押しあてているうちに
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口で治療者の額をかじる（第9回）、抱きっいて手で治

療者の顔を押したり耳をひつぱつたり、積木を目に押し

あててまわしたりする（第15、16回）、抱きっいて

押したり、上着をぬがせようとする（第17回）、抱き

っき、つるしてあった部屋の鍵で治療者の顔をこする、

このときは痛いからと禁止してもなかなかやめない（第

18回）、このように治療者に甘’えているし、また攻盤

的行動を示しているが、攻撃が目的で抱きつくのではな

く、抱きっいているうちに額をかじったりしてしまうよ

うにみえる。また次のようにちよっと したはずみで治療

者に政撃を向けることがある。治療者に積木を持たせ絵

具をぬつているときに、ちよっと絵具が治療者の手にっ

くと、故意に手と顔に絵具をつける、「洗わなくちやJと

タオルで治療者の顔をふき、またっけてはふく（第11

回）、描画をしていて自分の手に絵具が少しっくと、治

療者の手、さらに顔にっける（第12回）。これらの行

動は第19回以後にも少しあらわれる、また攻撃的行動

の後は、　「痛いから」とやめさせたとぎでもけろりとし

ている。

　遊び方はおもちやを次々と出していじることは少くな

り、遊ぶおもちやも少しずつ固定してきた。マシーソ・

トイ（講成玩異）で何か作ろうとする（第8回）。今迄折

紙は目的もなく折つたり糊をっけていたが「ジエツト機

を折る」とか、折つてある、やつこさんを真似て折ろ5と

する（第16回）、きびがらを切り説明書をみて、「何

作ろうかな」と云5。しかしうまく出来ないとすぐやめ

てしま5（第12回）。

　話し方にっいてのべると、銃が引金をひかないのにな

るので治療者力丁こわれているのかも知れないね」と云つ

たり（第8回）、汽車を連結して走らせ曲るときにはずれ

てしまったのを「曲ろうとしたらとれちやつたのね。」

と云5と（第9回）まねて幾度も繰返して云う程度であ

ったが、遊びと共に自発的な話が多くなった。　「夜ね、

ママと二人で早く寝てね、お友達と二人でバスにのつて

幼稚園に行つたのJと話す（第11回）。「ちよつと買

物に行ってきます」と袋をさげ絵具と筆を「これいくら

かな一」といいながら持ってくる（第12回）o

　神経質的な行動も減少して来た。第6回目に、やっと

指をなめたり、唇を指でさわったり、描画中、クレヨγ

を持った指を口につけたりし始めた。第11回目になる

と、治療者に抱きっいているとき、スチームの上のねじ

をなめたりし、第13回目には階段に落ちていた小さな

スポソヂをいつの闇にか口に入れ、噛む。第12回から

第15回には・コリソト・ゲームの玉、キヤツプ・ブロ

ツク、ボール紙を口に入れ治療者にもなめさせるQ　「お

いしい物が出来たから」ときびがらやコリソト・ゲーム

の玉を水につけ、スプーソでなめたり、のこりの水を飲

み、治療者にもくれる。（第15回）

③第19回～第34回

　遊び嫡かなり構成的になつてきた。キヤツプ・ブロツ

クを以前のようをこ5畦、細長くっなげていること斎まなく、カ、

なり複雑になつたが目的なく作っているo治療藩がお城

を作ると、もう一度作りなおし「すぐぬけちやうね」と云

いながらも30分以上もする（第19回）折紙で作った

椅子をみて、作り方を聞き、治療者が折るのを見ながら

三っ椅子を折る（第20回）キヤツプ。ブ・ツクの説明書

を見ながら以前よりずつと、まとまりのあるこわれない

物を作る。（第21回）しかし、少しブ・ツクがこわれる

と治療者のも一緒にこわしてしまう。　（第27回）　「い

や」と床にねそべつてしまうこともあつたQ　（第30回

）治療者に援助を求めたり、自分から遊びを提案して一

緒に遊ぶことが多くなつた。擢i画を一緒にしよ5と云

い、治療者のまねをしたり自分と同じものをかかせたり

する。（第22、’23、26、27、30回）色をぬる

のを手伝つてと云う。（第30～32回）「どっちが上

手にうてるかな」と云いながら太鼓のうちつこをした

り、（第25回）、廊下で競争する。（第28回）、ま

りの投げつこをし床に落ちる度に洗い、落ちそうになる

とキヤーキヤーといったり、「びつくりしちやう」など

楽しそ5。　（第23、24回）、本を読んでと頼み、治

療者によりかかつて聞いたり、「のら犬つてな一に」な

・ど質問したりする。（第30～34回）「鉄人28号と

アトムとどつちが好き？」ときいたり、鉄人28号の歌

を治療者が知らないので歌つてくれたりするQ　（第2

9、32回）また黒板に、治療者に自分の名前や幼稚園、

組の名前をかかせ、まねしてかき「今度はひかりぐみさ

んになるの、かいてごらん」等言うo　（第25回）このよ

うな親和的な働きかけが多くなる一方、攻撃もときどき

あらわれた。治療者の頭の上にのり（第19回）髪をく

しやくしやにする。（第24回）、猿を治療者の頭にの

せ、その上に腹這いになつてのつかる。　（第25回〉ク

レヨソで描画をしていて、ちよつと手が治療者の顔にふ

れると治療者の頭をカーぱいうち、爪をたてる。（第31

回）、蘭芸のつもりが治療者にとびっいたり、頭の上に

腹這いにのったり、おりたりしていたp治療者が疲れた

ので、あと2回と制限をしたが、2回済んでも、　「あと

1回」と言いながら治療者を追いかけ、応じないと手を

っないでいた治療者の腕にかみっいたo　（第34回）

　また、このような身体的攻撃の他に今迄みられなかつ

た口頭的攻撃もいくらかあらわれたQ治療者の太蚊のば
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ちの持ち方がおかしいと云う。　（第23回）、キヤツプ

・ブ・ツクで本児と同じものを作るよう云い。治療者が

真似して作ると「同じじやない」と云う。（第27回）

　本児は毎回定刻前に来所していたが、待合室では、い

っも母親とおとなしく座って待っていた。また終りの時

問を告げると遊びの途中でも、又新しい遊びを始めよう

としているときでも、すぐに遊びをやめ、「帰らなくち

や一」など云い急いで退室し、遊びを絞けたり、帰るの

を拒んだりする事は一度もなかったo治療時間中、途中

で帰りたがったり、遊ぶことに興味がなさそうなことも

なく、いつも楽しそうであった。また、遊びを終り母親が

カウソセリyグを受けている部屋に行くが、この部屋は

遊戯療法室と兼用になっているため、おもちやが沢山出

ているにもかかわらず、入つていつておもちやをいじる

ということは1度もなかった。第1回に「入る？」と治

療者が云うとほんの少し入室し、母親が来るのを待つ

た、第31回に部屋の半分まで入り、壁に貼つてある絵

をながめたが、すぐ廊下に戻つた。ということがあった

だけである。後は、戸をちよっと開けてのぞいたり、治

療者とずっと手をっないでいたり、治療中治療者に抱き

っいたりしたようなときは、治療者に抱きついてぶらさ

がつたり、治療者を押したり、ドアにぶらさがつて動か

したりしながら、母親が部屋から出て来るのを待ってい

たo

2．母親のカウンセリングの経過

　母親は殆んど毎回、約束の時間前に本児と並んで待合

室の椅子に腰掛けて待つていた。病気で休むときには必

ず述絡があった・カウソセリソグ中の母親は礼儀正し

く、感槽の表出が乏しく、何時も同じ調子で話すとい5

状態であつた。

（1）第1回～第7回

　幼稚園に入れる前には、余り外にも出さず友達と遊ば

せる機会も少なかったので、幼稚関に入れて、入園式の

ときびつくりしてしまつた。他の園児は一応ちやんとす

わっていられるのに、自分の子だけが大騒ぎするので、

とても恥しく、幼稚園を止めさせてしまおうかと思つた

が、幼稚園の先生がだんだん馴れるだろうからと勇気ず

けて下さつたことと・このままで小学校に入学させるわ

けにもいかないので、この年令で、なおしておかなけれぱ

困ると思って幼稚園に通はせている・どうしてこんな子

どもになったのかと思うoこの頃では幼稚園に送つてい

くのに気がひける。云いきかせると、「はい解りました。J

とい5が、ちつとも解らないで、迎いにいくと、一人で

庭にでていたりするので、情けなくなつてしまう。本当

にどうしたらよいのだろうか、どこかおかしい子どもな

のだろうか、なおる見込みはあるのだろうかと本児に対

する不安をカウソセラーに投げかけた。カウソセラーは

母親のそうした気持を受け入れるとともに、幼稚園側の

見解や、当所における本児の問題解決の見透しにっき説

明し、充分に希望を持てる子どもであるから、一緒に努

力していこうと励した。そのうち本児の乳児期からの様

子を話し始めたQ父親が割合に年をとつてからの結婚で

あり、本児の前に1度妊娠したが流産してしまい、結婚

後6年目に恵れた子どもであるため、自分自身も神経質

になり、病気でもさせたら大変だと考えてしまった。本

児をよミノレクの飲みヵミ悪く、飲ませようと、あせれをま、あ

せるほど、飲まないので、泣く思いをした。本児はミル

クを飲まない割には順調に発育し、医者は飲んだものが

体のために、みんな利用されているのだろうから心配

ないといわれたが、とても心配になり、どうしても喧嘩

ごしになつて飲ませていたので、心身ともに疲れてしま

った。自分より転もっと祖母が神経質で、授乳の時間

などにっいてもとても喧しくいわれた。それも自分の精

神的な負担になったQと本児に対する否定的な感情をひ

かえ目に表現しはじめたが、顔の表情などは少しもくず

さないで話していたQ

（2）第8回～第18回

　本児に対する否定的な感情を、ますます表現すると同

時に、だんだんに本児の問題行動に対して理解を示し出

した。

　大人の云うことを聞かず、いけないというと却つてわ

ざとする。お客さまがみえているときなどなおのことで、

応接間の椅子を渡り歩いたり・ソフアの上でとびはねた

りする。

　よく考えると祖母が大人のような礼鍍正しさを、そ

ぱにっききって注意するので、本児にとつてよくないと

思うが、自分の実母ではあつても、そういうことを「止

めて欲しい」というと、ノj、さいうちに、しつかりしっけ’

ておくことが大事なのだと受けつけようとしないばかり

か、ひどくきげんが悪くなるので、そのまま黙つているこ

とになってしまう。自分自身も一人つ子で育ち、父親が

女学校2年のとき病死したため母親（本児の祖母）に大

へんきびしく育てられた・特に外出などは、20才過ぎ

でも自由にさせてくれず、お稽古にゆくときなども帰宅

時間はやかましく注意された。

　祖母は自分の思う通りにならないと、きげんを悪くし

て、当りちらす強い性格なので、結局こわれ物にさわる

よ5にして、祖母の主張を通して、子どもを犠牲にして

しまう結果になってしまつたと此頃考えるよ5になっ
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た。父親は職業の関係で出張が多く、子どものことには

無関心、在宅しているときはとても手数がかかる。その

ため、本児の扱い方が父親の在宅のときと・そうでない

とぎで、大へん違ってしまう。父親の不在のときは・ど

うしても、時間の余裕があるので、本児にかかりきつて

しまう。父親の在宅のときは父親の世話をすることが多

く、また、大人同志の話しもあるので・本児を放つてお

くことになる。そのため、本児は父親がいると、とても

嫌がる。 「パパいっ出張するのjとか、　「パバ出張しな

いかな」ということもある。父親の方もきげんのよいと

きは、本児をからかつてみたりするが、本児が本気になつ

て憤慨すると、子どもなのに、対等に怒つてみたり、本

児の扱い方にはひどくむらがあるので、子どもにはとて

もよくないと思う。幼稚園などで本児が問題行動をして

も、祖母や父親は、実際にみたり、注意されることもな

いので、自分とは関係のないことのように思つているよ

うである。そのため、祖母や父親は本児の間題解決のた

めには協力的ではなく、自分達の気の向くままに、子ど

もを扱つてしまうのでとても困るし、子どもにとつても

迷惑だと思50子どもが悪いと結局は母親が悪いと云わ

れるので、子どもが間題行動をすると自分のやり方がい

けないと思われるだろうと思うと、子どもが幼稚園で困

った行動をすると、恥しくて仕方ない。自分の子どもだ

が特別変った行動をするので、とてもつらくて、家にと

じこめておこうかと思ったが、よく考えてみると、いっ

かは社会に出さなけれぱならないかと，思いとどまった。

しかし自分だけで解決できる問題ではないという気がす

る。どうしたらよいだろうかと悩んでいる。　「子どもの

場合は家庭が大切なものでしようか」とカウソセラーに

間いカ、けたo カウソセラーは「幼い子どもの場合は、自

分の力で環境から抜け出すことができないので、どうし

ても大人の方で子どもによいように環魔をととのえなけ

ればならないことが多い。」と答えたQ祖母が口病のた

め、病院に入院し、家をあけることになったが、それを

機会に、母親は本児のため、穣極的に扱い方を変える努

力をした。友達を呼んで遊ばせたり、本児を友達の家に

出したり、幼稚園にいくとぎも・バス停まで送つて、友達

と一緒にいかせたりするようになつた。幼稚園でも大分

普通の子ども達の中にいて目立たなくなつてきたから、

この分だと小学校には普通に入れられるようになるとい

う気持になってきた（第14回）と少し自信を示し出し

たQ

③　第19回～第28回

　幼稚園で、まあまあ皆んなと同じような行動ができる

ようになつたと喜んで、本児に対する否定的な感情は殆

んど示さなくなった◇

　自分は祖母（母親の実母）が入院するまで、殆んど祖

母と離れて生活したことがないo結婚してからも祖母（

母親の実母）のプログラムによつて動かされてきた。そ

ういうものだと不思議にも思わなかったが、本児の問題

が現れてこうして考える機会が出てくると、自分自身は

祖母のやり方に馴れてしまった一方では、祖母に自分が

依存していたのだとい5気にもなる。M子の母親は自分

なのだから、誰かの扱いが悪い、とい5ように人のせい

にしてすむものではないと気がついたと話し、本児に対

する資任を自覚してきたようである。幼稚園側では本児

が皆んなと同じような行動がとれるよ5になり、もう心

配ないからという見解だし、こちらの治療状況からみて

も、そろそろ治療の終結をと考え、その問題について母

親と話し合つてみたQ

　母親はまだまだ、友達と較べると落着きがないし、や

っとここまでよくなつたのだからもう少しみて欲しい

と、治療の経続を墨み、治療を終結しようとはしなかつ

たが、真剣に毎回本児の問題について考えている様子で

あるので、母親自身が治療から離れていける自僧のつく

まで待つことにしたo

㈲　第29回～第34回

　母親は本児の問題にっき、自分自身で考えることに努

めた。本児は乳児期から乳の飲みが悪く、そのため、喧

嘩ごしに乳を飲ませようと努めた。結局、可愛いいと思

う気持の余裕などもてなかつた。ずつと、偏食と食欲不

振が続いていたので、そのことぱかり気になり・口喧しく

言い続けたので、子どもにとっては毎日何回も叱られて

を漢力・りいると思ったに違いな㌧・oそ才しカミー番いけなカ、つ

たように思うと澗察し、現在も余り食べないがく喧しく

云うと却って食べないので文句を云わないことにしたg

そして、今迄、何でもよいから食べてくれればよいと考

えて、チヨコレートなど、欲しがるままに与えていた

が、それはよくないと思い、お八っのとき以外には、い

くらいわれても、チヨコレートのような甘い物は与えな

いことにした。祖母は2ヵ月半入院して、家にもどつて

きたが、殆んど床にっいており、余り本児と関係をもつ

ことがなくなったので、時間外にチヨコレートを与えな

い方釧・を遂行するには好都合であるo祖母が病床にっい

てやつと、主婦の座を得たような気持である。父親は現

在でも、本児の教育には非協力的であるが、仕事も多忙

で、その上、体も余り丈夫でないから、家のことなど考

えていられないだろ5と思うようになった。自分がしっ

かりと家事を守っていくことが本児に対しても、一番大

切なことだと思う。本児の小学校については、有名小学
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校に入学させることを考えてみたが、やつとどうやら一

人前になつたのだから、近くの区立の小学校に入学させ

た方が、友達も近くに大勢いるし、本児にとつて却つて

よいと恩5。中学校のとぎになってゆっくりと考えた方

がよいと考えていると話し、ようやく、本児が上のクラ

スに入つて、問題なく過せるようになったので、治療を

終結しても大丈夫だと思うようになつてきたQそして第

34回昭和39年5月25日で治療を終結した。

3．幼稚園での様子の変化

　たびたび幼稚園の受持の先生が当所を訪れて下さった

り、電話で達絡し、治療を続けることができたのは、本

児の治療をすすめてゆく上に非常に役立ったと思う。

　前述したように入園式のときから、一人で勝手な行動

をし、幼稚園側ではびっくりされたようであるが、充分

改善できる見込みのある子どもだと判断さ即へ母親の引

込みぎみな考えに対して、勇気ずけて、母親に本児の問

題解決の努力をさせる動機ずげをされた。本児は先生

が特別面倒をみているとき、例えば何にかを一緒にして

いるときは、あまり問題行動をしないこと、反対に問題

行動をしているときに、注意したりすると却つて、ひど

い行動をとる。一一人外に出てブラソコに乗つている

ようなとき、「さあ入つていらつしやい」などいうと、

わざと外の方に走っていく。外にでて遊んでいても・放

っておくと却つて危くない。しかし、他の母親が居合せ

て、本児が一人でブラソコにのつているのをみて・「先

生一人だけ外に出て、勝手なことをさせていてよいので

すか」と云われたので、保育がだらしないとい5気がし

て、放つておくのに勇気が必要だと話していられたo幼

稚園側の理解ある扱いで、10月の末頃には本児はだん

だんにお集りのときにも、じつと座つていられるように

なつてきた。11月始めの運動会にはどうやら皆んなと

同じように行動することができた。　12月のクリスヤス

会にも遊戯や歌を歌った。1月には目立つた行動をしな

くなり、他の園児の中にいる本児を探さなければ気がつ

かないようになった。

四　予 後

　治療終結後、順調に幼稚園生活を終り、区立の小学校

に入学した。食欲不振もなくなり、心配していた給食も

なんなく食べた。昭和40年7月26日に母親より次の

ような便りがあつた。　「いろいろ御心配いただぎました

が、M子もどうやら一日も休まず一学期を過しました。

先日通信表を頂きましたが、社会が4、体育が2、あと

はみんな3でございました。学校でのようすも、身の廻

りの箏には、まだ依頼心が強いそうでございますが、子

どもらしい、明るさがあり、情緒が安定しているそうで

ございます。この分では、ど5にか間題なく、皆さんに

ついて行けるのではないかと、胸をなでおろした所でご

ざいます。これもみんな先生方の御骨折の賜と家中感謝

いたしております。」これからみて、小学校生活は問題

なく送つていると思われるo

剛　考 察

　以上M．M・の遊戯療法と母親のカウソセリソグの経過

を述べたo　M．M．の治療経過をみると、本児の問題発生

は幼稚園に入園したときに表面化した。その前から食欲

不振などはあったが、母親が一人で悩んで過してきた。本

児を鼠結婚後6年後に恵れた子どもとし・うことで、母親は

育児に対して非常に気をつかった。その上、祖母が育児

法にっいても支配的であり、本児を幼稚園に入園するま

で、友達と遊ばせることもなく、大人達が相手になつて

いた。そのため、子ども同志で何かをしたなど、いう経験

はなく、子どもの集団に入り、一種の恐怖さえ感じたよ

うである。その反応として、一人別行動をとり、そうす

ることにより、皆んなが大騒ぎをするので、ますます目

立っ行動をするようになった。しかし放っておくと何時

の間にか戻ってくることが多かったoまた先生が相手を

しているときは大体、問題行動をしないようであつた。

遊戯療法を行った経過をみると、始めは探索行動力、ら、

治療者に受け入れられ、治療者とラポールができてくる

と、だんだんに動き出し、遊びが発展すると同時に、攻

盤的な行動を示した。それは床に水をまく、おもちやを

投げたり、ふんだりするQ治療者に甘えや政撃を向け

た。それら攻撃的行動を治療者により受け入れられると

だんだんに構成的な遊びになり、治療者に対しては親し

みの感情を表現し、援助を求めるよ5になったo始め母

親も本児に対して、否定的な感情を示していたが・カウソ

セリソグ経過で述べているように、自分でどうにかしな

けれをまならないと㌧・う自覚を持つようをこなり、たまたま
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祖母の入院した機会に、家事の資任をしつかりもつよう

になつたと同時に・本児の出生以来はじて育児の責任を

自分の手に握つたようである。その結果、母親自身、自

僧が持てたようであるO

　M・M・の治療に成功した要因として忘れてはならない

ことは、幼稚園の適切な扱いである。幼稚園で集団行動

がとれなかつたり、乱暴をする子どもの場合は、幼稚園

側では保育の上では大へん迷惑な子どもであるため、ど

うしても拒否しがちである。しかし、M．M．の幼稚園で

は、M，M、を受け入れると同時に、母親に対して、「充

分によくなる子どもだから」と勇気ずけられたことが、

M，M，を治療する気持をしつかりもち続ける動機ずけに

なつたことは特に見逃せないことのようである。そのた

め母親は主婦、及び母親の座をしつかりともつ結果にな

つたo

　幼少の子どもは自分自身の力で環境から抜け出すこと

はむずかしいので、本事例のよrうに子どもの遊戯療法を

行うと同時に、母親のカウソセリソグを併用し、また幼

稚園の協力を求めることが重要だと思うQ
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